
西
洋
人
宣
教
師

の
造

っ
た
新
漢
語
と
造
語

の
限
界

一
九
世
紀
中
頃
ま

で
の
漢
訳
洋
書

を
中
心

に

孫

建

軍

西洋人宣教師の造った新漢語 と造語の限界

1

は

じ

め

に

一
九
世
紀
中
頃
ま
で
に
中
国
で
活
動

し
た
西
洋
人
宣
教
師

の
手

に
よ

っ
て

様

々
な
漢
訳
洋
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
が
新
漢
語

の
成
立
、

特
に
近
代
日
中
語
彙
交
流
に
お
い
て
、
多
大

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
各
分

野
の
研
究

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
漢
訳
洋
書

に
現
れ
た
新
漢
語

は
、
維
新
後

の

日
本
で
誕
生
し
た
漢
語

に
較

べ
る
と
、
量
的

に
少
な
い
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
る
。
な
か
で
も
、
社
会
科
学
関
係

の
用
語
は
ご
く
わ
ず
か
と
い
っ
て
よ
い
。

本
論
で
は
漢
訳
洋
書
に
あ
る
社
会
科
学
関
係
の
内
容
、
現
れ
た
新
漢
語
を
踏

ま
、兄
た
う
、兄
で
、
在
華
西
洋
人
宣
教
師
の
造

語
に
お
け
る
限
界
を
分
析
し
て
い

く
。

2

漢
訳
洋
書
の
内
容

一

漢
訳
洋
書

の
時
期
区
分
と
内
容

飛
田
良
文
は
、
中
国
で
活
躍
し
た

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
が
中

国
で
執
筆
し
、
ま
た
口
述
し
た
書
籍
類
を
漢
訳
洋
書

と
呼
び
、
「
西
洋
文
化
そ

　ユ
　

の
も
の
」

で
あ

っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、

一
六
世
紀
末

(明
末
)
か

ら

一
八
世
紀

(清
の
雍
正
帝
に
よ
る
布
教
禁
止
)
に
か
け
て
、

マ
テ
オ

・
リ
ッ
チ

を
代
表
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
と
中
国
人
協
力
者

に
よ
る
著
訳
書
を
前
期

漢
訳
洋
書
と
い
い
、

一
九
世
紀

の
は
じ
め
か
ら
日
清
戦
争

に
か
け
て
、

ロ
バ
ー

ト

.
モ
リ
ソ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
著
訳

　
　
　

書
を
後
期
漢
訳
洋
書
と
い
う
。

前
期
漢
訳
洋
書

に
は
宗
教
関
係

の
書
物

は
当
然
最
も
多
か

っ
た
が
、
主
と
し

て
天
文
、
暦
学
、
地
理
、
数
学
、
医
学
等

に
関
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
科
学
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知
識
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
西

洋
学
問

は

「
西
学
」
と
称
さ
れ
、

一
部

の

中
国
人
官
僚

の
注
意
を
引

い
て
い
た
。
自

然
科
学
知
識

に
対
し
て
、
社
会
科
学
関
係

覧動

の
書
物

は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
前
期
漢

活蹶

訳
洋
書

は
禁
教

の
た
め
、

一
世
紀
以
上
を

期

経

て
か
ら
、

ア
ヘ
ソ
戦
争
後
に
再
び
人

々

地購

に
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
.

師

前
期
漢
訳
洋
書
は
著
訳
書

に
限

っ
て
い

教宣

た
の
に
対
し
、
後
期
漢
訳
洋
書
に
は
著
訳

却

書
だ
け

で
な
く
・
定
期
刊
行
物
や
辞
書
も

含
ま
れ

て
い
る
。
以
下

で
は
、
『万
国
公

法
』
(
一
八
六
四
)
ま

で
の
後
期
漢
訳
洋

書
を
見

て
み
よ
う
。

一
八
〇
七
年

に
、
英
人
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
宣
教
師

ロ
バ

ー
ト

.
モ
リ

ソ
ソ

(幻
oび
①詳

竃
〇
三
ωo員

中
国
名
馬
礼
遜
)

の
中

国
上
陸
を
始

め
、
ア
メ
リ
カ
、
オ

ラ
ン
ダ
な
ど
か
ら
も
続

々
と
宣
教
師
を
中
国

に
派
遣
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
彼

ら

の
宣
教
活
動

は
出
版
物

の
発
行

に
も
及

ん
だ
。
熊
月
之

(
一
九
九
四
)
『西

学
東
漸
与
晩
清
社
会
』

に
よ
る
と
、

一
八
〇
七
年
か
ら

一
八
四
二
年
ア

ヘ
ン
戦

争
終
結
ま
で
、
三
〇
年
余
の
間

に
、

=
二
八
種
類
の
中
国
語
刊
行
物
が
出
さ
れ
、

中

で
は
宗
教
関
係

の
も
の
が

一
〇
六
種
類
、

七
六
%
を
占

め
て
お
り
、
そ
の
他

出版地 出版冊数 宗教関係 (%)そ の他 (%)

香 港 6037 62%23 38%

広 州 4229 69%13 31%

福 州 4226 62%16 38%

廈 門 1313 100%0 0%

寧 波 10686 81%20 19%

上 海 171138 81%33 19%

計 434329 76%105 24%

(地
理
、
歴
史
、
政
治
、
経
済
な
ど
)
の
も

の
が
三
二
種
類
、

二
四
%
を
占
め
て

い
範
。
宗
教
関
係

の
書
物
が
圧
倒
的
に
多

い
の
は
当
然

で
あ
る
が
、

こ
の
時
期
、

西
洋
の
政
治
、
経
済
な
ど
を
紹
介
す
る
内
容
が
既

に
見
ら
れ
た
。
中
で
も
、
中

国
本
土
で
発
行
さ
れ
た
最
初

の
雑
誌
と
さ
れ
る

『東
西
洋
考
毎
月
統
記
伝
』

(
一
八
三
三
ー
三
八
年
)、
近
代
国
家
ア
メ
リ
カ
を
専
門

に
紹
介
す
る
最
初

の
書

物

『美
理
哥
合
省
国
志
略
』
(
一
八
三
八
)
な
ど
が
最
も
注
目
さ
れ
る
。

ア

ヘ
ソ
戦
争
後
、
南
京
条
約
が
調
印
さ
れ
、
香
港
割
譲

の
ほ
か
、
沿
岸
都
市

広
州
、
福
州
、
廈
門

(
ア
モ
イ
)、
寧
波
、
上
海
が
開
港

し
た
。
西
洋
人
宣
教

師
の
活
動
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
活
動

の
中
心
も
上
海

に
移
転
す
る
よ
う
に
な

っ

た
。

一
八
四
三
年
か
ら

一
八
六
〇
年
ま
で
の
出
版
物
は
表
1
の
よ
う
に
簡
単
に

　
　
　

ま
と
め
ら
れ
る
。

後
期
漢
訳
洋
書

の
出
版
は
依
然
と
し
て
宗
教
関
係
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
他
の
書
物

の
割
合
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、
西
洋
文
化
の
紹
介

が
幅
広
く
な
り
、
中
国
に
お
け
る
洋
学
伝
来

の
歴
史

に
お
い
て
、
医
学
、
数
学
、

物
理
学
、
植
物
学
、
光
学
、
年
鑑
、
方
言
辞
書
、
定
期
刊
行
物
な
ど

の
面
で
、

　
ら
　

多
く
の

「最
初
」
を
記
録
し
て
い
る
。
例
え
ぽ
、

ロ
ソ
ド
ン
伝
道
会
医
師
ホ
ブ

ソ
ソ

(bd
①且
鋤
目
ぎ

団
oげ
ωOp

中
国
名
合
信
)
の

『博
物
新
編
』
の
内
容

は
天
文
、

地
理
、
物
理
、
化
学
、
光
学
、
電
気
学
、
生
物
な
ど
の
分
野
に
わ
た
り
、
当
時

の
科
学
読
本
と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
。
彼
の
医
学
書

『全
体
新
論
』、
『西
医
略

論
』
、
『内
科
新
説
』
、
『婦
嬰
新
説
』
を
含
め
て
、
近
代
中
国
の
自
然
科
学

の
啓

蒙

に
大
き
く
貢

献

し
て

い
る
。
イ
ギ

リ

ス
人
宣
教

師

ウ

ィ
リ

ア

ム
ソ

ン
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西洋人宣教師の造った新漢語と造語の限界

(≧
Φ×
譽
α
Φ「
煢
皀
猷
ヨ
ωo
P
中
国
名
韋
廉
臣
)、

エ
ド
キ
ン
ス

(冒
ωΦ
9

国
α
匹
昌
ρ

中
国
名
艾
約
瑟
)
と
中
国
人
学
者
李
善
蘭
共
訳

の

『植
物
学
』
は
初

め
て

「植

物
学
」
と

い
う
造

語
を
使
用

し
、
日
本
語

に
も
影
響

し
て
い
る
。

レ

ッ
グ

(冒
8
Φω
い
Φσqひqρ
中
国
名
理
雅
各
)
の

『智
環

啓
蒙
塾
課
初
歩
』
(
一
八
五
六
)
は

教
科
書
と
し
て
香
港
で
出
版
さ
れ
、
漢
英
対
照
の
形
式
を
と
り
、

二
〇
〇
課
を

設
け
て
自
然
科
学
か
ら
社
会
科
学
ま
で
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

る
。
定
期
刊
行
物

で
は
、
『六
合
叢
談
』
(
一
八
五
七
ー
五
八
)
は
、
近
代
上
海

の
最
初

の
総
合
雑
誌

で
あ
り
、
西
洋
の
最
新
情
報
だ
け
で
な
く
、
科
学
、
文
学
、

宗
教
、
輸
出
入
品
リ
ス
ト
の
内
容
ま
で
見
ら

れ
る
。

一
八
六
〇
年

か
ら

一
八
七
〇
年
ま
で
の
間
、
漢
訳
洋
書
の
出
版
活
動

の
勢

い

は
衰
え
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
出
版
物
は
少

な
か

っ
た
が
、
『美
理
哥
合
省
国

志
略
』

の
改
訂
版

『聯
邦
志
略
』
(
一
八
六
二
)
、
定
期
刊
行
物

『中
外
襍
誌
』

(
一
八
六
二
)
が
注
目
さ
れ
る
。
北
京

で
刊
行

さ
れ
た

『万
国
公
法
』
(
一
八
六

四
)
は
最
も
注
目
に
値
す
る
。

二

西
洋
社
会
科
学
知
識
に
関
す
る
内
容

後
期
漢
訳
洋
書
の
内
容
は
主
に
宗
教
関
係

に
集
中
し
、
そ
の
他

の
書
物
も
自

然
科
学
関
係

の
内
容
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
僅
か
で
あ
る
が
、
西
洋
の
政
治
、

法
律
、
貿
易
制
度
な
ど
を
紹
介
す
る
も

の
も
見
ら
れ
る
。

単
行
本

で
は
、
前
節

で
上
げ
た

『智
環
啓
蒙
塾
課
初
歩
』

の
ほ
か
に
、
地
理

関
係

の
専
門
書

『地
理
全
志
』
(
一
八
五
三
ー
五
四
)
で
は
、
各
巻

に

「文
論
」、

「
質
論
」
、
「政
論
」
と

い
う
項
目
を
設
け
、
「政
論
」
で
は
各
国
の
宗
教
、
政
治

制
度
な
ど
を
概
括
的

に
ま
と
め
て
い
る
。

『大
英
国
志
』
(
一
八
五
六
)
に
お
い
て
、
著
者

ミ

ュ
ア

ヘ
ッ
ド

(煢
自
①
目

ζ
巳
島
$
鼻

中
国
名
慕
維
廉
)
は
英
国
と
い
う

一
つ
の
国
だ
け

に
焦
点
を
し
ぼ

り
、
そ

の
歴
史

の
展
開
を
紹
介
し
て
い
る
。
巻
八

「志
略
」

で
は
、
「職
法
志

略
」
「行
法
志
略
」
「
教
会
志
略
」
「財
賦
志
略
」
「学
校
志
略
」
「
兵
志
略
」
「農

商
志
略
」
「
地
理
志
略
」
と
い
う
項
目
を
設
け
、
当
時

の
イ
ギ
リ

ス
の
政
治
、

社
会
、
教
育
な
ど
を
詳

し
く
且

つ
明
瞭
に
紹
介
し
て
い
る
。
『大
英
国
志
』
は

当
時

の
中
国
人
の
イ
ギ
リ

ス
理
解
に
大
い
に
役
立

っ
た
。

ブ
リ

ッ
ジ

マ
ン

(国
三
魯

O
bU
鼠
α
ぴq
ヨ
9・P

中
国
名
裨
治
文
)
著

の

『聯
邦
志

略
』

は
中
国

で
三
回
ほ
ど
改
版
さ
れ
、
書
名
も
改
版
毎
に
改
め
ら
れ
た
。
初
版

『美
理
哥
合
省
国
志
略
』
は
簡
単
な

ア
メ
リ
カ
地
誌
と
し
て
、

一
八
三
八
年

に

刊
行
さ
れ
、
魏
源

の

『海
国
図
志
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

一
八
四
六
年
本

人
に
よ

っ
て
改
訂
さ
れ
、
『亜
美
理
駕
合
衆
国
志
略
』
に
名
を
改

め
、
広
州

で

刊
行
さ
れ
た
。

一
八
六
四
年
上
海
に
活
動

の
中
心
を
移
し
た
ブ

リ
ッ
ジ

マ
ソ
は

さ
ら
に
大
き
く
改
訂
を
行

っ
て
、
『大
美
聯
邦
志
略
』
と
い
う
書
名

で
刊
行
し
た
。

こ
れ
が
和
刻

の
底
本
と
な

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
成
立
史
な
ど
、
全
般
的

な
紹
介
を
展
開
し
て
い
る
。
特

に
注
目
さ
れ
る
の
は

「
民
脱
英
軛
」
と

「建
国

立
政
」
だ
と
い
、兄
よ
う
。
前
者

に
は
独
立
宣
言
、
後
者
に
は
合
衆
国
憲
法
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

定
期
刊
行
物

は
西
洋
諸
国
の
政
治
動
向
、
外
交
関
係
、
科
学
知
識
、
国
際
貿
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易
な
ど

の
最
新
情
報
を
紹
介
し
て
い
る
。
香
港
発
行

の
月
刊
誌

『遐
邇
貫
珍
』

(
一
八
五
三
-
五
六
)
の

「
花
旗
国
政
治
制
度
」
(
一
八
五
四
年
二
月
)
と
い
う
文

章
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
制
度
、
立
法
、
司
法
、
行
政
な
ど

の
内
容

だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
制
度
と

の
比
較
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
香
港

だ
け
で
な
く
、
上
海
発
行

の

『六
合
叢
談
』
、
寧
波
発
行

の

『中
外
新
報
』
(
一

八
五
四
-
六

一
)
な
ど
、

い
ず
れ
も
数
多
く
の
読
者
を
集

め
て
い
た
。

『六
合
叢
談
』

は
停
刊
ま
で
、
毎
月
数
回
、
上
海
で
発
行
さ
れ
、
全
部
で

一
五

号
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ

ス
人
宣
教
師

ワ
イ
リ
ー

(≧
Φ×
p。巳
興

煢
旨
ρ

中
国
名
偉
烈
亜
力
)
が
編
集
し
た
。
執
筆
者

は
他

に
中
国
人
王
韜
、
、、、
ユ
ア

ヘ

ッ
ド
、

エ
ド
キ
ン
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ
な
ど
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
る
。
何
れ

も
中
国
近
代
文
化
交
流
史
に
名
が
残
る
人
物

で
あ
る
。
主
な
内
容
は
欧
文
の
雑

誌
か
ら
世
界
各
地
の
歴
史

・
地
理

・
通
商
事
情
な
ど

の
記
事
を
転
載
し
て
い
る
。

こ
こ
で
あ
げ

た
出
版
物
は
主
と
し
て
自
然
科
学

の
内
容
が
多
く
、
中
に
社
会

科
学
関
係

の
内
容
が
含
ま
れ
る
点
が
特
徴
と

さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
と
正
反
対
に
、

『万
国
公
法
』
は
欧
米
で
通
用
す

る
国
際
法

に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
社
会
科

学
知
識

の
専
門
書

で
あ
る
。
『万
国
公
法
』

は
全
部
で
四
巻
、

一
二
章

ニ
ゴ
ニ

節
か
ら
な

っ
て
お
り
、
第

一
巻
か
ら
第
四
巻

ま
で
そ
れ
ぞ
れ

「総
論
」
、
「論
諸

国
自
然
之
権
」
、
「論
諸
国
平
時
往
来
之
権
」
、
「論
交
戦
条
規
」

の
タ
イ
ト
ル
と

な

っ
て
い
る
。
訳
者

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師

マ
ー
テ
ィ
ソ

(鬢
旨

蝉ヨ
〉
.
℃
・竃
霞
,

け旦

中
国
名
丁
霆
良
)
は
、

一
八
五
〇
年

に
中

国

(初
期
は
寧
波
)
に
や

っ
て
来

て
か
ら
、
如
何
に
効
率
的
に
宣
教
活
動
を
展
開
す
る
か
を
考
、兄
つ
づ
け
た
。

一

八
五
四
年
寧
波

で
刊
行
し
た
宗
教
読
物

『天
道
遡
原
』
は
版
を
重
ね
、
日
本
語

　
　
　

や
韓
国
語
に
も
訳
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
中
国
人
官
僚
に
基
督
教

へ
の
好

感
を
持
た
せ
れ
ぽ
、
宣
教
活
動
に
も
効
果
的
だ
と
信
じ
た

マ
ー
テ
ィ
ソ
は
、

ア

メ

リ
カ
人

国
Φ
霞
く
亳
げ
①讐
O
昌
の
著

肉
貯
ミ
§
勝

旦

き
蜀
§
匙
融
§
ミ

ト
匙
ミ

(初
版
本
は

一
八
三
六
年
に
刊
行
)
の
翻
訳
を
始

め
た
。
こ
の
書
物
を
中
国
語

に

　
　
　

訳
し
、
政
府
高
官
と
の
接
触

の
機
会
を
狙

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
イ
ト
ル
は

『万
国
公
法
』
と
訳
し
た
。
翻
訳
の
際

の
中
国
人
協
力
者
と
し
て
江
寧

の
何
師

孟
、
通
州

の
李
大
文
、
大
興
の
張
焼
及
び
定
海

の
曹
景
栄

の
四
人
の
名
前
が
あ

　
　
　

げ
ら
れ
て
い
る
。
様

々
な
努
力

の
結
果
、
『万
国
公
法
』
は
清
政
府

に
よ

っ
て
、

一
八
六
四
年

(清

・
同
治
三
)
に
刊
行
さ
れ
た
。
刊
行
さ
れ
る
前

に
、
清

の
総

理
衙
門

の
秘
書
で
あ
る
歴
城

の
陳
欽
、
鄭
州

の
李
常
華
、
定
遠
の
方
濬
師
、
大

竹

の
毛
鴻
図
と
い
っ
た
四
人

に
よ

っ
て
、
半
年
が
か
り
で
校
訂
作
業
が
行
わ
れ

　
　
　

た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

一
つ
の
作
品
に
、
少
な
く
と
も
九
人
が
関
わ
り
を
も

つ
も

の

は
漢
訳
洋
書

の
歴
史
上
、
極
め
て
異
例
な
ケ
ー
ス
と
言
、兄
よ
う
。
清
政
府

の

『万
国
公
法
』

に
対
す
る
期
待
が
窺
え
る
。

一
九
世
紀
七
〇
、
八
○
年
代
に
は
、

『万
国
公
法
』

は
開
港
埠
頭
の
地
方
官
吏
及
び
外
交
官
の
必
備

の
書
物
で
あ
り
、

　
れ
　

影
響
が
非
常

に
大
き
か

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

『万
国
公
法
』

は
西
洋
社
会
知
識
を
紹
介
し
た
漢
訳
洋
書

の
中

で
、
唯

一
完
全

に
地
誌
か
ら
離
脱
し
て
い
る
。
そ
の
翻
訳

・
刊
行
は
、

一
書
物

の
出
版
と
い
っ

た
レ
ベ
ル
を
超
え
、
西
洋

・
東
洋

の
双
方
に
対
す
る
思
想
的

・
政
治
的
転
換
の
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表2社 会学関係の主な漢訳洋書一覧

刊行年 作 者、 編者 書 名 社会科学関係の内容

1833-1835

1837-1838
郭実蝋 東西洋考毎月統記伝

1838年3月 「自主 之理 」、

1838年4,5,6月 「英 吉 利 国政 公会 」、

1838年7月 「北 亜墨 利加 辧 国政之 会」

1838 裨治文 美理哥合省国志略
巻十三国政1国 領 内外大憲衙門、

巻十四国政2制 例之設定、

巻十五国政3布 政之大小官憲

1853-1854 慕維廉 地理全志
巻二 「大英国志」、

巻四 「米利堅合衆部志」

1853-1856 理雅各 遐邇貫珍
1853年10月 英 国政 治制 度、

1854年2月 花旗 国政 治制 度

1854-1858

1858-1861

瑪高温

応思理
中外新報 全篇

1856 慕維廉 大英国志 巻八職政志略

1856 理雅各 智環啓蒙塾課初歩 全篇
1857-1858 偉烈亜力 六合叢談 全篇

1861 裨治文 聯邦志略
巻九建国立政、巻十設官分職、巻十一

理刑分職

1862 麦嘉湖 中外襍誌 全篇
1864 丁題良 万国公法 全篇

三

英

華

辞

典

の

刊

行

プ

ロ
テ

ス
タ

ン

ト
宣

教

師

は
著

述

活

動

と

同

時

に
、

英

華

辞

典

の
刊

行

に
も

積

極

的

で
あ

っ
た
。

辞

典

の
出

版

を

通

じ

て

、

宣

教

活

動

が

よ
り

効

果

的

に
展

開

さ

れ

た

こ
と

と
考

、兇
ら

れ

る
。

一
八

一
五
年

か

ら

一
八

七

二
年

に

か

け

て
、

影

響

の
大

き

い
も

の

と

し

て
、

表

3

の

よ
う

な
辞

典

が

あ

げ

ら

れ

る
。

こ

の

五
種

類

の
辞

典

は

二

つ
の
宣

教

グ

ル

ー

プ

か

ら

出

さ

れ

て

い

る
。

モ
リ

ソ

ン
、

メ
ド

ハ
ー

ス

ト

と

ロ
ブ

シ

ャ
イ

ト

は

ロ

ン
ド

ン
伝

道

会

(
い
ζ
ω

u
い
○
亭

画
8

ζ
一ω
ωδ
量

曙

ω
0
9
Φ
蔓
)

に
所

属

し

て

い

る

の

に
対

し

、

ウ

ィ
リ

ア

ム

ス
と

ド

ゥ

ー

リ

ッ

ト

ル

は

ア

メ

リ

カ

公

理

会

(》
しd
O
両
言

u
》
3
Φ
「
け
磐

bu
8

a

。
h

O
O
目
昌

ωω
δ
昌
霞
ω
♂
『
句
○
お
一σq

コ

鬘

ω
ω
δ
昌
ω
)

に
所

属

し

て

い
る

。

出

版

時

期

を

　
　
　

起
爆
剤
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、
新

し
い

概
念
や
理
念
を
表
わ
す
こ
と
ぽ
も
数
多
く
誕
生
し
、
近
代
漢
語
の
仲
間
入
り
を

宣
言
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
後
期
漢
訳
洋
書

(
一
八
六
四
年
ま
で
)
の
中

で
、
社
会
科

学
関
係

の
知
識
が
紹
介
さ
れ
た
主
な
も
の
が
表
2
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

な
お
、
上
述
し
た
書
物
以
外
に
も
、
西
洋
諸
国
の
社
会
科
学
知
識

の
内
容
が

見
ら
れ
る
も

の
も
あ
る
が
、
量
的
に
は
極
端
に
少
な
い
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ

た
。

一
方
、
中
国
人
に
よ
る
洋
学
書
も
注
目
さ
れ
て
い
た
。
日
本

に
も
影
響

の

大
き
か

っ
た
も

の
に

『瀛
環
志
略
』
(
一
八
四
八
)
と

『海
国
図
志
』
(
一
八
五

二
、
百
巻
本
)
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
前
者

は
西
洋
人

に
直
接
教

わ

っ
て
書
か
れ

た
書
物

で
あ
り
、
後
者

は
漢
訳
洋
書

の
引
用
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
新
漢

語
の
造
出
と
い
う
面
よ
り
、
む
し
ろ
新
漢
語

の
伝
播
に
貢
献
が
大
き
い
と
い
わ

　ね
　

れ

て

い

る
。
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表3宣 教 グループに よる主 な英華辞典一 覧

刊行年 編集者 中国名 出版地 中国語書名 英語名

1815-

1823

R.Morrison

(モ リ ソ ソ)

馬礼遜 マ カ オ 字典(第 一部)

五車韻府(第 二部)

ない(第 三部)

ADICTIONARYOFTHE

CHINESELANGUAGE

1844 S.W.Williams

(ウ ィ リア ム ス)

衛三畏 マ カ オ 英華韻府歴階 ANENGLISHAND

CHINESEVOCABULARY,

INTHECOURTDIALECT

1847-

1848

W.H.Medhurst

(メ ドハ ー ス ト)

麦都思 上 海 な い ENGLISHANDCHINESE

DICTIONARY

1866-

1869

W.Lobscheid

(ロ ブ シ ャ イ ト)

羅存徳 香 港 英華字典 ANENGLISHAND

CHINESEDICTIONARY

WITHTHEPUNTIAND

MANDARINPRONONCIA-

TION

1872 J.Doolittle

(ド ゥー リ ッ トル)

盧公明 福 州 英華萃林韻府 AVOCABULARYAND

HAND-BOOKOFTHE

CHINESELANGUAGE,

ROMANIZEDINTHE

MANDARINDIALECT

新
造
語

に
分

け

る

こ

と

が

で
き

る

。

飛
田
良
文
は
近
代
日
本
語

の
成
立
パ
タ
ー
ン
を

「新
造
語
」
「転
用
語
」
「
借

　
お
　

用
語
」
と
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
分
類
に
倣

っ
て
、
近
代
中
国
語
は
造
語
法
か

ら

「新
造
語
」
(中
国
語
に
そ
の
概
念
が
な
く
、
新
し
く
造
語
し
た
こ
と
ぽ
)、
「転

用
語
」
(中
国
に
存
在
す
る
類
義
語
に
新
し
い
意
味
を
付
加
し
て
転
用
し
た
こ
と

ぽ
)、
「借
用
語
」
(明
治
以
降
に
成
立
し
た
日
本
語
か
ら
借
用
し
た
こ
と
ば
)
の
三

種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
世
紀
に
、
積
極
的
な
出
版
活
動
を
通
じ
て
、
多
く

の
西
洋
文
化
を
中
国

人
に
紹
介
し
て
い
く
中
で
、
西
洋
人
宣
教
師
は
西
洋
独
特

の
概
念
を
め
ぐ

っ
て
、

様

々
な
造
語
活
動
を
試
み
た
。

一
八
七
〇
年
代
以
前

の
漢
訳
洋
書

に
は
、
日
本

語

に
よ
る
影
響
が
な
い
と
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り

「借
用
語
」
が
な
い
と
見
て
よ

い
。
し
た
が

っ
て
、
宣
教
師
の
造
語
は

「新
造
語
」
と

「転
用
語
」
の
二
種
類

3

宣
教
師
の
造

っ
た
近
代
中
国
語

見
る
と
、

ロ
ソ
ド

ソ
伝
道
会
も
、

ア
メ
リ
カ
公
理
会
も
、

い
ず
れ
も
約

二
五
年

の
間
隔

で
辞
典
を
編
集
し
て
お
り
、
両
グ

ル
ー
プ
共
に
辞
典

の
編
纂
を
通
じ
て
、

言
語

の
変
化
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
辞
典
は
近
代
中
国
に
と

っ
て
も
、
幕
末
明
治

日
本
に
と

っ
て
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
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宣
教
師

の
仕
事

の
中
心
は
当
然
宣
教
活
動

に
あ
る
が
、
宣
教
活
動
が
如
何
に

効
果
的

に
行
わ
れ
る
か
は
大
き
な
課
題
で
あ

っ
た
。
宣
教
師
は
進
ん
だ
西
洋

の

地
理
、
医
学
な
ど

の
知
識
を
も

っ
て
、
中
国
社
会

へ
の
浸
透
を
図

っ
た
。
出
版

物
は
自
然
科
学

の
内
容
が
多
く
含
ま
れ
る
が

、
中
に
は
西
洋
、
特
に
イ
ギ
リ
ス

と
ア
メ
リ
カ
の
政
治
制
度
や
法
律

に
関
す
る
内
容
も
少
な
く
な
い
。

漢
訳
洋
書
に
見
ら
れ
る
新
造
語
は
次
の
よ
う
な
い
く

つ
か
の
方
法
で
造
出
さ

れ
た
も

の
が
多

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
は
音
訳
で
あ
る
。
慕
維
廉
は

『大
英

国
志
』
(
一
八
五
六
年
)
で
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
議
会
を

「
巴
力
門
」
と
い
う
音
訳

で
表
現
し
て
い
る
。
上

・
下
院
を

そ
れ
ぞ
れ

「
労
爾
徳
士
」
、
「高
門
士
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
音
訳
表
現
は

後

に

『大
英
国
志
』

の
和
刻
を
通
じ
て
、
日
本
語

に
も
移
入
さ
れ
て
い
る
。
大

統
領

の
音
訳
語

に
も

「
伯
理
璽
天
徳
」
「勃

列
西
領
」
「伯
理
師
天
徳
」
「伯
勒

西
敦
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
音
訳
表
現
は
西
洋
政
治

の
制
度
名
や
官
職
の
名
称

に
集
中
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
音
訳
は
次
第
に
意
訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『大
英
国
志
』
に
は
音
訳
表
現
と
同
時
に
、

「巴
力
門
」

の
意
訳

「議
会
」
も
見

ら
れ
る
。
西
洋
国
家

の
議
会

は

「議
論

の
会
」
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
表
し
た

造
語
と
い
え
よ
う
。

直

訳

表

現

も
多

く
見

ら

れ

る
。
¢
扈

臼

団
〇
二
ω①
は

「上

院
」
、
い
o
毛
①「

=
o
磊
①
は

「下
院
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
西
洋
国
家
が
発
行
し

て
い

る

「
国
債
」
は

Z
鋤
江
o
コ
巴

α
Φげ
什
の
直
訳
で
あ
り
、
新
し
い
造
語
と
い
え
よ
う
。

造
語

の
中
で
、
特
徴
と
し
て
認
め
ら
れ
る

の
は
短
縮
と
い
う
手
法

で
あ
る
。

郭
実
蝋
の

『東
西
洋
考
毎
月
統
記
伝
』
で
は
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
政
治
制

度
に

つ
い
て
、

コ
ラ
ム
を
設
け
て
紹
介
し
て
い
る
。

一
八
三
八
年
四
、
五
、
六

月
号

の

「英
吉
利

国
政
公
会
」

で
は

「国
政

公
会
」
「国
公
会
」、
七
月
号

の

「
北
亜
墨
利
加
辧
国
政
之
会
」

で
は

「
国
政
之
会
」
「
国
政
会
」
な
ど
と
同
時
に
、

そ

の
略
、

つ
ま
り
短
縮
表
現
と
し
て

「国
会
」
も
使
用
し
て
い
る
。

二

転
用
語

全
体
か
ら
見
れ
ぽ
、
新
語
の
中
で
新
造
語
は
量
的
に
少
な
い
。
新
造
語
と
比

較
す
れ
ば
、
転
用
語
が
多

い
と
い
え
る
。
中
国

で
は
古
典
法
律
用
語
が
発
達
し

て
お
り
、
在
来
語
で
欧
米
法
律
を
解
釈
す
る
の
は
手

っ
取
り
早
い
方
法
で
あ

っ

た
。欧

米
国
家

の
政
治

に
は

「
選
挙
」

は
欠
か
せ
な

い
。
日
①o
口
8

の
表
現

に

は

「揀
択
」
「選
択
」
「推
択
公
挙
」
「推
挙
」
「公
選
公
挙
」
な
ど
が
あ

っ
た
が
、

「選
挙
」
と
い
う
在
来
語
も
早
く
か
ら
使
用
さ
れ
、
転
用
語
と
し
て
成
立
し
て

い
た
。

勺
お
ω達
Φ
耳

の
訳

に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
も
在
来
語

で
表
現

し
て
い
た
。

「
統
領
」
、
「
総
統
」

の
他

に
、
「
魁
首
領
」
「首
領
主
」
「
元
首
」
「首
領
」
「総
統

領
」
「
長
領
」
「衆
統
領
」
「首
者
」
「国
君
」
な
ど

の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
「
主
」

で
訳
し
た
例
も
あ
る
。

「領
事
」
も
古
代
漢
語

に
存
在
す
る
在
来
語
で
あ
り
、
O
o
口
ω巳

の
訳
語
と
し

て
転
用
さ
れ
て
い
た
。
ア

ヘ
ソ
戦
争
後
、
各
国
と
の
間

に
不
平
等
条
約
が
締
結
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さ
れ
る
が
、
条
約

の
本
文

の
随
所
に

「領
事
」
が
見
ら
れ
、
早
く
も
新
語
と
し

て
定
着
し
た
。

「自
主
」
「
自
立
」
「自
治
」
な
ど
の
在
来
語

も
欧
米
政
治
の
表
現
に
転
用
さ
れ

た
。
ギ

ュ
ツ
ラ
フ
の

『東
西
洋
考
毎
月
統
記
伝
』
で
は
、
英
吉
利
国
民
は

「自

　ぬ
　

主
之
理
」
を
大
事
に
す
る
と
紹
介
し
て
い
る
。

自
主
之
理
者
、
按

例
任
意
而
行
也
。

(中
略
)
各
国
操
自
主
之
理
、
百
姓

勤
務
本
業
、
百
計
経
営
、
上
不
畏
、
下

不
仇
。
自
主
理
之
人
惆
儻
事
務
、

是
以
此
様
之
国
大
興
、
貿
易
運
物
甚
盛
、
富
庶
豊
享
、
文
風
日
旺
、
豈
不

美
哉
。
欲
守
此
自
主
之
理
、
大
開
言
路
、
任
言
無
礙
、
各
語
其
意
、
各
著

其
志
。
国
民
若
操
自
主
之
理
、
不
敢
禁
神
道
、
而
容
諸
各
随
所
見
焉
。
由

是
言
之
、
各
項
自
主
之
理
、
大
益
矣
。
悄
人
縦
欲
、
淫
風
日
熾
、
天
理
淪

亡
、
雖
謂
操
自
主
之
理
、
其
言
妄
也
。
如
是
可
知
真
理
、
又
真
理
将
釈
爾
、

可
為
自
主
也
。
此
是
天
下
之
正
道
、
天

下
之
定
理
矣

『東
西
洋
考
毎
月
統
記
伝
』

の

「
自
主
」
は

こ
σ
奠
昌

の
意
味
で
使
用
さ
れ
た

の
に
対

し
、

マ
ー
テ

ィ
ン
訳

『万

国

公

法
』

に
現

れ

た

「
自
主
」

は
H亭

α
①b
①⇒
α
①昌
o
Φ
の
訳
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
。

○
各
国
称
為
自
主
之
国
者
、
原
因
不
聴
命
於
他
国

(第

一
巻
、
第

一
章
、

第
九
節
、
七
オ
)

○
蓋
自
主
之
国
、
不
屈
己
於
人
也
、
以
天
下
之
共
好
為
権
衡
、
(同
上
、

第
十
節
、
十
ウ
)

○
服
化
之
国
、
所
遵
公
法
条
例
、
分
為

二
類
、
以
人
倫
之
当
然
、
諸
国
之

自
主
、
揆
情
度
理
、
与
公
義
相
合
者
、

一
也
、
諸
国
所
商
定
辨
明
、
随

時
改
革
、
而
共
許
者
、
二
也

(同
上
、
第
十

一
節
、
十
ニ
ウ
ー
十
三
オ
)

「
自
主
」
を

「自
立
」
や

「
自
治
」
と
並
列
さ
せ
る
用
例
も
あ

っ
た
。

○
法
院
所
操
之
権
、
無
他
、
乃
本
国
自
立
自
主
之
権
也

(第

二
巻
、
第
二

章
、
第
九
節
、
二
十
九
ウ
)

○
今
邦
国
衆
多
、
皆
自
主
自
立
、
国
権
均
平
、
交
通
往
来
、
皆
得
裨
益

(同
上
、
三
十
オ
)

○
論
邦
国
自
治
自
主
之
権

(第

一
巻
、
第
二
章
、
タ
イ
ト
ル
)

『万
国
公
法
』
に
は

「
民
主
」

の
使
用
例
も
見
ら
れ
る
。

o
美
国
保
其
諸
邦
、
各
存
民
主
之
法
、
且
当
護
各
邦
無
外
暴
内
乱

(第

一

巻
、
第
二
章
、
第
二
十
四
節
、
三
十
六
オ
)

○
美
国
合
邦
之
大
法
、
保
各
邦
永
帰
民
主
、
無
外
敵
侵
伐
、
悄
有
内
乱
、

而
地
方
官
有
請
、
則
当
以
国
勢
為
之
弭
乱

(第
二
巻
、
第

一
章
、
第
十

四
節
、
十
三
オ
)
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○
在
民
主
之
国
、
或
係
首
領
執
掌
、
或
係
国
会
執
掌
、
或
係
首
領
国
会
、

合
行
執
掌

(第
三
巻
、
第

一
章
、
第
四
節
、
ニ
オ
)

以
上

の
よ
う
に
、
宣
教
師

の
造
語
に
は
、
新
し
く
造

っ
た
新
造
語
も
、
在
来

語
を
転
用
し
た
転
用
語
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
近
代
中
国
語
は
次
第

に

一
般

に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
日
本
語

に
移
入
さ
れ
、
近
代
日
本
語
の

一
員

に
な

っ
て
い
っ
た
。

4

造
語

の
限
界

宣
教
師

の
造
語
は
積
極
的
に
行
な
わ
れ
た
も

の
の
、
そ
の
規
模
は
明
治
日
本

に
お
け
る
大
が
か
り
な
造
語
活
動
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
も

の
で
あ

っ
た
。
専

門
知
識

の
欠
如
、
翻
訳
の
方
法
、
方
言
の
違

い
、
宣
教
グ

ル
ー
プ
間

の
対
立
な

ど
が
原
因
と
な

っ
て
、
宣
教
師
の
造
語
に
限
界
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一

専
門
知
識
の
欠
如

宣
教
師
は
知
識
人
で
あ

っ
て
も
、
科
学
の
専
門
家

で
は
な

い
。
そ
の
た
め
宣

教
師
に
よ
る
西
洋
文
明

の
紹
介
は
、
啓
蒙
と

い
う
点

で
は
日
本

の
幕
末
維
新
期

の
知
識
人
た
ち
と
同
様
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
西
洋
の
政
治
、
法
律
制
度

な
ど
、
具
体
的
な
事
物
に
つ
い
て
は
適
訳
が

多
い
の
に
対
し
て
、
抽
象
概
念
に

は
誤
訳
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

℃
冨
甑
α
Φ
昌
け
の
訳
語
は
そ
の

一
例

で
あ
る
。
『美
理
哥
合
省
国
志
略
』
(
一
八

三
八
)
に
お
い
て
、

ア
メ
リ
カ
人
著
者
ブ
リ

ッ
ジ

マ
ン

(裨
治
文
)
は
、
自
国

の
大
統
領
を

「首
領
」
と
訳
し
て
い
る
。
「
首
領
」
と
い
う
語
は
古
典
中
国
語

で
は
決
し
て
い
い
意
味
で
は
な
い
。
さ
ら
に

『美
理
哥
合
省
国
志
略
』

の
改
訂

版

で
あ

る

『聯
邦
志
略
』
(
一
八
六
二
V
に
お

い
て
、
℃
冨
ω冠
①畧

の
訳
語

は

「
国
君
」
と
な

っ
て
お
り
、
君
主
国
家

の
皇
帝
と
混
同
さ
れ
て
い
る
。

マ
ー
テ

ィ
ン
訳

『万
国
公
法
』

で
も

「首
領
」
が
訳
語
の

一
つ
と
し
て
あ
て
ら
れ
て
い

る
。ま

た
専
門
的
な
学
者

で
な

い
た
め
、
宣
教
師
は
哲
学
、
心
理
学
な
ど
、
西
洋

文
化

の
真
髄

で
あ
る
学
問
の
翻
訳

に
も
無
理
が
あ
り
、
そ
の
翻
訳
は
専
門
家

に

委
ね
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
う
い
っ
た
専
門
学
者
は
明
治

日
本
で
輩
出
し
て
お
り
、
訳
語
造
出

に
新
た
な
花
を
咲
か
せ
た
の
で
あ
る
。

一一

「
ロ
述
筆
録
」

の
限
界

一
九
世
紀

に
お
け
る
漢
訳
洋
書

の
翻
訳
方
法
は
宣
教
師
が

口
述
、
中
国
人
協

力
者
が
筆
録
或

い
は
宣
教
師
の
翻
訳
が
終
わ

っ
て
か
ら
中
国
人

の
ネ
ー
テ
ィ
ブ

チ

ェ
ッ
ク

(潤
色
)

の
手
法
が
と
ら
れ

て
い
た
。
宣
教
師

の
中

に
は
中
国
語
に

か
な
り
長
け

て
い
た
者
も

い
た
が
、
漢
文
と
い
う
難
関
が
立
ち
は
だ
か

っ
て
い

た
。
彼
ら
に
と

っ
て
、
中
国
語
は
理
解

で
き
て
も
、
そ
の
奥
深
い
概
念
に
つ
い

て
正
確
に
説
明
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難

で
あ

っ
た
。

翻
訳
の
中
国
人
協
力
者
は
外
国
語
に
通
じ
て
い
な
い
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

西
洋
文
化
の
理
解

に
は
個
人
差
が
大
き
か

っ
た
。
特
に
そ
れ
は
人
文
科
学
、
社
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め
　

会
科
学
な
ど
、
精
神
文
化

の
面
で
目
立

つ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
中
国
人
に
は
西
洋
学
に
対
す
る
熱
意
も
な
か

っ
た
。
中
国
人
協
力
者

は
例
外
な
く
科
挙
と

い
う
出
世

ル
ー
ト
か
ら
外
れ
た
人
物
た
ち
で
あ

っ
た
。
中

に
は
西
洋
文
化
に
興
味
を
も

つ
者
も
い
た
が
、
彼
ら
に
と

っ
て
、
宣
教
師

の
翻

訳

へ
の
協
力
は
あ
く
ま
で
も
生
計
を
立
て
る
た
め
で
あ

っ
た
。
当
然
な
が
ら
外

国
語
を
習
得
す
る
熱
意

に
も
欠
け
て
い
た
。

こ
う
し
た
意
思
疎
通

の
障
碍
は
理
解
の
ず

れ
を
も
た
ら
し
、
理
解
の
ず
れ
は

訳
語

の
創
出
を
妨
げ
る
結
果
と
な

っ
た
。
こ

の
よ
う
な
環
境

で
は
社
会
科
学
に

関
す
る
翻
訳
活
動
は
、
順
調
に
は
進
ま
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

三

方
言
の
差
異
に
よ
る
訳
語
の
混
乱

漢
字
表
記

の
複
雑
性
に

つ
い
て
、
徐
継
雷

は
早
く
も

一
八
四
八
年

(清

・
道

　
あ
　

光
二
八
)
に
そ
の
著

『瀛
環
志
略
』
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

外
国
地
名
最
難
辨
識
、
十
人
訳
之
而
十
異
、

一
人
訳
之
、
而
前
後
或
異
、

蓋
外
国
同
音
者
、
無
両
字
。
而
中
国
則
同
音
者
、
或
数
十
字
、
外
国
有
両

字
合
音
、
三
字
合
音
、
而
中
国
無
此
種
字
、
故
以
漢
字
書
番
語
、
其
不
能

吻
合
者
、
本
居
十
之
七
八
、
而
泰
西
人
学
漢
字
音
、
皆
居
粤
東
、
粤
東
土

語
、
本
非
漢
文
正
音
、
展
転
淆
訛
、
遂

至
不
可
辨
識

こ
の
よ
う
に
、
中
国
語
と
外
国
語

の
発
音

の
違

い
に
よ
る
表
記
の
ば
ら

つ
き
、

及
び
西
洋
人
が
活
動
し
た
地
域
の
方
言

に
起
因
す
る
差
異
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

発
音

の
違
い
は
容
易
に
分
る
が
、
方
言

に
よ
る
差
異

の
指
摘
は
興
味
深
い
。

ア

ヘ
ソ
戦
争

(
一
八
四
〇
1

一
八
四
二
年
)
以
前
、
西
洋
人

は
主

に

マ
ラ
ッ

カ
、
バ
タ
ビ

ア

(現
在
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
)
及
び

シ
ソ
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
、
東
南

ア

ジ
ア
を
宣
教
活
動
の
中
心
と
し
て
い
た
。
戦
争
後
、
活
動
の
拠
点
を
中
国

の
東

南
沿
海
部
に
移
し
、
香
港
、
広
州
、
福
州
、
廈
門
、
寧
波
、
上
海

で
展
開
さ
れ

　
レ
　

る
よ
う
に
な
る
。

『瀛
環
志
略
』
に
あ
る

「漢
文
正
音
」
と
は
所
謂

「
官
話
」

の
こ
と
で
あ
り
、

発
音
は
広
東
語
と
か
な
り
異
な
る
。
徐
継
喬

の
勤
務
地
、
福
州
も

「
福
建
語
」
、

つ
ま
り
閾
方
言
に
な
る
。
厳
密
に
言
う
と
、
広
東
語
と
福
建
語
は
異
な
る
方
言

で
あ
る
が
、
地
理
的

に
近
い
た
め
、
発
音
に
類
似
点
が
あ
る
。
例
を
あ
げ
る
と
、

..〉
旨
興
貯
筏

の

[目
①凵
は
、
広
東
語
と
福
建
語

で
は

「米
」
や

「
弥
」
と
い

う
漢
字
で
表
記
さ
れ
た
ほ
う
が
原
語

に
近
い
が
、
官
話

で
は

「米
」
は

、.皀

.、

と
発
音
さ
れ
、
[日
Φ
凵

の
発
音
と
は
遠
ざ
か
る
。
..〉
ヨ
Φユ
o
①
.、
は
広
東

や
福

建
で
は

「米
利
堅
」
や

「弥
利
堅
」
な
ど

の
表
記
が
通
じ
る
が
、
官
話

で
は
通

じ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
の
点
か
ら
見
る
と
、
徐
継
奮
は

「
漢
文
正
音
」
を

主
張
し
な
が
ら
も
、
福
建
語

の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
か

っ
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
中
国
系

の
人
は
主
に
広
東
や
福
建
か
ら
渡

っ
た
た
め
、
そ
の

言
葉
は
香
港
、
広
州

(粤
方
言
)
、
福
州
及
び
廈
門

(閾
方
言
)
に
な

っ
た
。

ア

ヘ
ン
戦
争
以
前
、
東
南

ア
ジ
ア
で
刊
行
さ
れ
た
書
物

に
現
れ
た
漢
字
表
記
は
、

自
然
に
香
港
、
広
州
、
福
州
、
廈
門

に
受
け
継
が
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
寧
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波

や

上

海

は

「
呉

方

言

」

と

な

る

た

め
、

発

音

は

か

な

り

異

な

り

、

新

し

い
漢

字

表

記

に

は

工

夫

が

要

求

さ

れ

る
。

.、〉
目
Φ
ユ
o
曽
.、
の

[B
凸

の
漢

字

表

記

「
米

」

は

も

は

や

通

じ

な

く

な

り

、

よ

り

原

語

に
近

い

「
美

」

と

い
う

字

が

多

用

さ

れ

、

、、〉
ヨ
叟
一8

.、
は

次

第

に

「
美

利

堅

」

と

表

記

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た
。

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
表
記
を
例
と
し
て
見
よ
う
。

国
家
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
最
初

の
漢
字
表
記
は
大
陸
名
と
同
様

に
扱
わ
れ
、

「亜
墨
利
加
」
が
多
か

っ
た
。
後

に

「米
利
堅
」
が
主
流
と
な
る
が
、
ブ

リ

ッ

ジ

マ
ソ
は

『美
理
哥
合
省
国
志
略
』
(
一
八
三
八
年
)
に
お
い
て
、
「美
理
哥
」

　
む
　

を
使
用
し
て
い
る
。
巻
之

二

「
分
野
度
数
」

に
は
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

西洋人宣教師の造った新漢語 と造語の限界

四

宣

教

グ

ル

ー
プ

間

の
対

立

方

言

に

よ

っ
て
、

漢

字

表

詑

に
混

乱

が

生

じ

た
だ

け

で

な

く

、

宣

教

グ

ル
ー

プ

間

の
対

立

も

訳

語

に
影

響

を
与

え

て

い

る
。

中

国

に
派

遣

さ

れ

た

宣

教

師

は
様

々
な

宣

教

団

体

に
所

属

し

、

そ

れ

ぞ

れ

の

主

旨

に
沿

っ
た

宣

教

活

動

を

行

う
が

、

よ
り

効

率

的

に
活

動

を

展

開

す

る

た

め

に
、

連

携

し

て
共

同

の
組

織

を

作

っ
て

い

る
。

一
八

三

四
年

に
広

州

で
成

立

し

た

↓
ゴ
①

ω
0
9
①
蔓

h
o
『
爵
Φ

U
竃
h二
忽
o
P

o
{
¢
ω
Φ
剛
巳

囚
昌
o
鬢
δ
α
ひq
①
ぎ

○
ぼ
昌
9

(
在
華

実

用
知

識

伝

播
会

、

通
称

益

智

会
)

は

そ

の

一
つ

で
あ

る
。

こ

の

組

織

は

英

国

の
L

M

S

(
ロ
ン
ド

ソ
伝

道

会
)
、

オ

ラ

ン
ダ

の

D

M

S

(
オ

ラ

ン
ダ
伝

教

会

)
、

ア

メ

リ

カ

の

A

B

C

F

M

(
ア
メ
リ

カ
公

理
会

)
所

属

の
宣

教

師

に

よ

っ

て
作

ら

れ

た

の

で
あ

り

、

当

時

有

名

な

宣

教

師

J

・
モ

リ

ソ

ン

(
冒
ぎ

国
○
び
①
雫

什
竃
o
『
『
一ω
8

英

、

R

・
モ
リ

ソ
ン

の
次
男
)
、

メ
ド

ハ
ー

ス
ト

(
英
)
、

ギ

ュ
ツ

ラ

　
　
　

フ

(独
)
、
ブ
リ

ッ
ジ

マ
ン

(米
)
な
ど
は

メ
ソ
バ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

し
か
し
、
連
携
組
織
は
で
き
た
と
し
て
も
、
各
団
体

の
宣
教
主
旨
や
所
属
国

家

の
違

い
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。

そ
の
相
違
は
国
家
名

の
漢
字
表
記

夫
美
理
哥
合
省
之
名
、
乃
正
名
也
、
或
称
米
利
堅
、
亜
墨
理
駕
、
花
旗
者
、

蓋
米
利
堅
与
亜
墨
理
駕
者
、
実
土
音
欲
称
船
主
亜
美
理
哥
之
名
而
訛
者
也
、

(中
略
)
至
所
云
美
理
哥
者
、
即
亜
美
理
哥
也
、
合
省
者
、
因
前
各
治
其

地
、
国
不
相
聯
、
政
無
専
理
、
後
則
合
其
省
而

一
人
為
首
領
、
故
名
之
日

合
省
、
是
則
今
之
合
省
美
理
哥
者
、
固
正
而
不
訛
、
後
云
合
省
者
、
亦
正

而
不
訛
也

「美
理
哥
」

の
ほ
う
が
、
「
正
音
」
で
あ
り
、
「米
利
堅
」
や

「
亜
墨
理
駕
」
は

「土
音
」
、
「訛
」

で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

ブ
リ
ッ
ジ

マ
ソ
は
益
智
会
の
刊
行
物

『東
西
洋
考
毎
月
統
記
伝
』
の
編
纂
者

　　

　

　
れ
　

の

一
員
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
雑
誌

に
も

「美
理
哥
」
が
見
ら
れ
る
。

一

八
三
八
年

「戊
戍
年
正
月
」
号

に

「華
盛
頓
言
行
最
略
」
と
題
し
た
文
章

に

　お
　

「美
理
哥
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

鏘

○
経
綸
済
世
之
才
、
寛
仁
済
徳
遍
施
、
忠
義
両
全
之
烈
士
中
、
華
盛
頓
独



立
無
比
。
其
為
美
理
哥
兼
郡
之
人
、
於
雍
正
九
年
生
也

○
法
蘭
西
王
合
美
理
哥
民
協
力
攻
英
軍

○
自
此
以
後
美
理
哥
民
自
主
操
権
、
掌
治
国
也

「
美

理

哥

」

を

き

っ
か

け

に
、

、.》
目
興

一〇
笆
.
の

[目
①
]

に
当

た

る

漢

字

は

次

第

に

「
米

」

「
墨

」

に
代

っ
て

、

「
美

」

と

い
う

字

が

ア

メ

リ

カ
宣

教

団

体

の
出

版

物

に
多

く

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ
た

。

ア

メ
リ

カ
長

老

会

の
宣

教

師

た

ち

が

　お
　

寧

波

で
作

っ
た
印

刷

工

場

「
華

花

聖

経

書

房

」

(↓
冨

9

ぎ
Φ
ω
Φ
鋤
口
α
〉
目
9

。
m
昌

=
。
ξ

Ω

霧
ω
しd
。
。
閃
国
ω$
菖

曁

日
①
耳
)

も

一
八

六
〇

年

に
上

海

に

移

転

す

る
際

、

　
ぬ
　

「美
華
書
館
」

に
名
前
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

一
八
六

一
年
、
ブ

リ
ッ
ジ

マ
ン
は

『美
理
哥
合
省
国
志
略
』
を
底
本

に
、
上

海
で

『聯
邦
志
略
』
を
出
版
す
る
際
も
、

タ
イ
ト
ル
に

「美
」
を
使
用
し
て
い

る
。
中
国
人
梁
植

に
よ
る

「跋
」
に
は

「美

国
」
が
見
ら
れ
る
。

先
生
在
粤
数
年
、
終
日
手
不
釈
巻
、
無
惰
容
、
殆
所
謂
学
而
不
厭
、
誨
人

不
倦
者
歟
。
稍
暇
、
復
恐
華
人
不
知
美
国
聯
邦
之
事
、
於
是
著
聯
邦
志
略

一
書
。

一
八
六
四
年

に
北
京
で
刊
行

さ
れ
た

マ
ー
テ
ィ
ン
の

『
万
国
公
法
』
に
も

「美
国
」
は
多
く
使
用
さ
れ
、
定
着
を
見
せ

て
い
た
。

○
是
書
原
本
出
美
国
恵
頓
氏
選
繕

(凡
例
)

○
是
書
之
訳
漢
文
也
、
本
系
美
国
教
師
丁
匙
良

(凡
例
)

○
美
国
絶
英
自
立
之
時
、
法
国
認
之
并
暗
助
之

(第

一
巻
、
第
二
章
第
十

節
)

○
美
国
彊
内
之
紅
苗
、
恃
美
国
保
護
、
而
可
謂
半
主
者
也

(第

一
巻
、
第

二
章
第
十
四
節
)

し
か
し
、
「花
旗
」
や

「合
衆
国
」
な
ど
の
意
訳
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た

当
時
、
「美
」
と
い
う
漢
字
は
す
べ
て
の
宣
教
団
体
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
イ
ギ
リ

ス
人

ミ

ュ
ア

ヘ
ッ
ド
著

『地
理
全
志
』
(
一
八
五

　
お
　

三
ー
五
四
)
に
は
、
「美
」

は
見
ら
れ
ず
、
「
米
利
堅
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
人
ワ
イ
リ
ー
主
編

の

『六
合
叢
談
』
(
一
八
五
七
-
五
八
)
に

も
南
北

ア
メ
リ
カ
大
陸
を
指
す
表
記
は

「亜
墨
利
加
」
、
新
興
国
家

ア
メ
リ
カ

　
　
　

を
指
す
表
記
は

「
米
利
堅
」
し
か
見
ら
れ
な
い
。

ア
メ
リ
カ
以
外

の
宣
教
団
体
、
特

に
イ
ギ
リ
ス
人
は
新
興
国
家

ア
メ
リ
カ
に

対
し
て
、
「美
」
と
い
う
表
記

に
抵
抗
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
と
考
・兄
ら
れ

る
。
ま
た
、
訳
語
の
調
整

・
統

一
を
議
題
と
す
る
会
議
が
何
回
も
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
見
て
も
、
宣
教
師
グ
ル
ー
プ
間
の
対
立
が
あ

っ
た
と
察
し
、兄
よ
う
。

5

お

わ

り

に

以
上

の
よ
う
に
、
本
論
で
は

一
九
世
紀
中
頃
ま
で
の
漢
訳
洋
書
を
対
象

に
、
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西洋人宣教師の造った新漢語と造語の限界

社
会
科
学
関
係

の
新
漢
語
を
中
心
と
し
て
西
洋
人
宣
教
師

の
造
語
状
況
に

つ
い

て
考
察
し
た
。
宣
教
師
に
よ

っ
て
新
し
く
造
ら
れ
た
漢
語
に
、
音
訳
語

「
巴
力

門
」
、
直
訳
語

「上
院
」
「
下
院
」
、
そ
し
て

「
国
会
」

の
よ
う
に
、
短
文
を
省

略
し
て
成
立
し
た
短
縮
表
現
が
見
ら
れ
る
。
新
造
語

に
対
し
、
「
選
挙
」
「領

事
」
「自
主
」
「自
立
」
「自
治
」
等

の
よ
う

に
、
中
国
古
典

に
あ

る
在
来
語
を

利
用
し
た
転
用
語
も
見
ら
れ
る
。
宣
教
師

の
造
語
活
動

の
限
界
に
つ
い
て
、

い

く

つ
か
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
宣
教
師

た
ち
の
専
門
知
識
の
欠
如
や

「
口
述

筆
録
」
と
い
っ
た
翻
訳
方
法
は
中
国
人
助
手
と
の
意
思
疎
通
に
障
害
を
与
え
、

的
確
な
訳
語
の
造
出
が
困
難
な
も
の
と
な

っ
た
と
い
え
よ
う
。
方
言

の
差
異
に

よ

っ
て
訳
書

に
お
け
る
人
名
や
地
名

の
翻
訳
に
混
乱
が
見
ら
れ
、
そ
し
て
宣
教

グ
ル
ー
プ
間
の
対
立
も
訳
語
の
不
統

一
の
大
き
な
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
今

後
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
西
洋
人
宣
教
師
と
中
国
人
助
手

の
協
力
の
具
体
像

の

解
明
に
努
め
た
い
。

注(
1
)

飛

田
良

文

(
一
九

八

六
)

「
西
洋
文

化

の
移

入
と
新

漢
語

」
、

『
月
刊

国
語

教

育

』

九
月

号
、

一

=

頁
。

(
2
)

前
期

と
後

期
漢

訳
洋

書

の
呼
称

に

つ

い
て
、
学

者

に

よ

っ
て
様

々
に
見

ら

れ

る
。
飛

田
良

文

(
一
九

八

六
)

一

=

二
頁
、

佐

藤

亨

(
一
九

八

六
)

『幕

末

.
明

治
初

期

語
彙

の
研

究
』
桜

楓

社

、

一
七
ー

一
九

頁
、

荒

川

清
秀

(
一

九

九
七
)

『近

代

日
中
学

術
用

語

の
形
成

と
伝

播

地

理
学

用
語

を
中

心

に
』

二
三
ー

二
六
頁

、
陳

力
衛

(
二
〇

〇

一
)

『和
製

漢

語

の
形
成

と

そ

の
展

開
』

汲
古

書
院

、

二
六

七
ー

二
七

五
頁

、
沈

国
威

・
内

田
慶
市

(
二
〇

〇

二
)

『
近

代
啓

蒙

の
足
跡

-
東

西
文

化
交

流

と
言
語

接
触

u
『智

環

啓
蒙
塾

課
初

歩
』

の

研
究

』

三
七
-

六

一
頁

を
参

照
。

(
3
)

熊

月

之

(
一
九

九

四
)

『
西

学
東

漸
与

晩

清
社

会

』
、

上
海

人

民

出
版

社

、

一
〇

四
頁
。

(
4
)

同

上
、

八
-

九
頁
。

(
5
)

同

上
、

二

一
四
頁
。

(
6
)

『天

道
遡

原
』

に
関

す

る
詳

し

い
研

究

は
吉

田
寅

『
中
国

プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト

伝

道
史

研
究

』
、

汲
古
書

院

、

一
九
九

七
年

(
一
七

四
-

二

一
二
頁
)

を
参

照

さ
れ

た

い
。

近
代

宗
教

用
語

の
形

成

に
貢
献

が
大

き

い
と
示

唆

さ
れ

て

い
る
。

(
7
)

張
嘉
寧

「
『
万

国
公
法

』
成

立
事

情

と
翻
訳

問
題

1

そ

の
中

国
語

訳

と
和
訳

を

め
ぐ

っ
て
ー
」
、

加
藤

周

一

・
丸

山
真

男
校

注

『
日
本

近
代

思
想

大
系

2

五
〕

翻
訳

の
思
想
』
、
岩

波
書

店
、

一
九

九

一
年
、

三

八
六
頁

を
参

照
。

な

お
、

張
論

文

は

菊
巴
9

閑
b
o
<
Φ
拝

憲

鳴
卜
思

庶

§

駄

§

o
鼕

妹
ミ

ヨ

匡
.
、

ミ
貸
ミ

§
H
郎
題

ミ

§

駄
ミ

膏
愚
鳶
紺
＼
旦

黷
ミ

出

§
鳴
識
ら
§

O
§

ミ
ら
こ

§
ミ
鳴

〉
§

鳴
討
§

ミ

§

織

寒

薹

ぎ

§

ミ

ミ

O
§

ミ
建

(
一
㊤
刈
♪

d
巳
く
Φ
邑

蔓

9

U
Φ
口
〈
①
『
に
提

出

し

た
博

士

論
文
。

×
臼
o
×
¢
巳
く
臼
ω
津
k
]≦

o
『
○
塗
ヨ
ρ

〉
詈

〉
『
び
o
お

寓
一〇
三

σq
四
昌
)

を
引

用

し

て
い
る
。

(
8
)

マ
ー

テ

ィ

ン

(
丁
慇

良

)

訳

『
万

国

公

法
』

「
凡

例
」

を

参

照

。
な

お
、

「
江
寧

」

「
通
州
」

「
大
興

」
「
定

海
」

は
地
名

で
あ

る
。

地

名

か

ら
見

る
と

、

「
江
寧

」

と

「
定

海
」

は
寧

波

に
近

く

、
「
通

州

」

と

「
大

興
」

は
北

京

の
郊

外

に
あ

た

る

の
で
、

翻

訳
活

動

の
行

わ

れ

る
舞

台

は
中

国

の
南

か

ら
首
都

北
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京

に
移
動

し
た

こ
と

が
窺

え

る
。

こ
こ

に
も
、

マ
ー
テ

ィ
ン
の
清
政

府

に
急

接

近

す

る
苦

心
が

見

ら

れ

る
。

協

力
者

の
四

人

は

い
ず

れ
も

歴
史

上
、

他

で

名

の
知
ら

れ

て

い
な

い
人

物

で
あ

り
、

マ
ー
テ

ィ
ン
に
仕

え

て

い
た
文

人

と

も
考

え

ら

れ

る
。

当

時
、

科
挙

試

験

に
失

敗

し
、

い
わ

ゆ

る

仕

途

(官

途

)

に
落

胆

し

た
文

人

で
、

西
洋

人
宣

教

師

に
雇

わ

れ
、

そ

の
翻

訳
事

業

に
協

力

す

る
者
が

い
た
。

そ

の
中

で
、

王
韜

(
一
八
二

八
-

一
八
九
七

)

の
よ
う

に
、

後

に
中

国
文

化

と
近

代

西
洋

文
化

の
橋
渡

し
役

と

し

て
、

有

名

に
な

っ
た
人

も

い
る
。

し

か
し
、

人
数

と

し

て
決

し

て
多

く

な

か

っ
た
。

な

お
、

王
韜

に

関

す

る
研

究

は

勺
餌
巳

〉
・
O
o
げ
①
P

しu
鳴
§

Q
§

ぎ

ミ
職
§

ミ

§

駄

ミ

o
§
下

ミ
耐

"
ミ
冒
蠹

↓
ぎ

§

賊
沁
さ

丶§

ミ

黥

鷺

9

、筑鑓

O
ミ
§

(9

白
び
ユ
阜

σq
Φ
"
国
穹
く
費

O
d
皀
く
Φ
邑

蔓

零

Φ
ω
ω
㍉
㊤
謡
)

を
参

照
。

中

国
語

は
雷
頤

.
羅

検

秋
訳

『在

伝
統

与
現
代

性

之
間

-

王
韜
与

晩
清
革

命

』
、
江

蘇

人
民

出
版
社

、

一
九
九

八
年

を
参

照
。

(
9
)

マ
ー

テ

ィ
ン
訳

『
万
国
公

法
』

冒
頭

、
董

恂

に

よ
る

「
原

序
」

を
参

照
。

(
10
)

同
上

、

三

一
八
頁
。

(
11
)

高

原
泉

「
清

国

版

『
万

国
公

法
』

の
刊

行

と

日
本

へ
の
伝

播

i

日
本

に
お

け

る

国

際

認

識

転

換

の
前

提

と

し

て
ー
」
、

『中

央

大

学

大

学

院

研

究

年

報

法
学

研
究

科
篇

』

二
九
号

、

一
九
九

九
年

、

二

八
四
頁
。

(
12
)

荒

川

清

秀

(
一
九

九

九
)

「
近
代

日
中

学

術

用

語

の
研

究

を

め

ぐ

っ
て
」

『中

国

21
』
<
o
一●
ρ

二
四

一
頁
。

(
13
)

飛

田
良

文

(
一
九
九

二
)

『
東
京

語
成

立
史

の
研
究

』

東
京

堂
出

版
。

(
14
)

O
痒
N
一〇
臣

等

編
、

黄
時

鑑

整

理

(
一
九

九

七
)

『東

西
洋

考

毎

月
統

記

伝
』

(復

刻
版

)
、

中
華
書

局

、

四

ニ
ー

四

四
頁
。

(
15
)

熊
月

之

(
一
九

九

四
)
、

一
七
頁

、

二
六
六
頁
。

(
16
)

徐
継

余
田

『
瀛
環

志

略
』

「
凡

例
」
、

六
丁
表

、
対

媚

閣
蔵

版

、
国

際

基

督
教

大

学

図
書

館

所
蔵

。

原
文

大

意

"
外

国

地
名

は
最

も
分

か
り

に
く

く
、

十

人

の
翻

訳

は
十

通

り

に
な

る
。

同

じ
訳

者

で
も

、
前
後

で
異

な

っ
た
訳
語

を

使

用
す

る
こ

と
が

あ

る
。
外

国

語

は
同

音

で
も

文
字

は
違

う
が

、
中

国
語

は
同

じ
発

音

に
数

十

の
漢

字

を
も

つ
も

の
が
あ

る
。
外

国
語

に

は

二
字

や

三
字

で

一
つ
の
発

音

を

な
す

も

の
が

あ

る
が

、
中

国

語

に

は
こ

の
よ
う

な
文
字

は
な

い
。

そ

の
た

め
、

漢
字

で
外

国
語

を
表

す

場

合
、

一
致

で
き

な

い
も

の
は
本

来

七
、

八
割

を

示
す

。

し

か
も
中

国

語

を
習

得

し

た
西
洋

人

の
ほ

と

ん
ど

が

広
東

の
東

部

に
居

住

し

て

い
る
。
広

東
東

部

の
方

言

は
標
準

語

で
は
な

く
、

様

々
な

訛
が

混
入

し

た
た

め
、
識

別

で
き
な

く
な

っ
た

の
で
あ

る
。

(
17
)

飛

田
良
文

・
宮

田
和

子

(
一
九

九

七
)

「
十

九
世

紀
英

華

・
華
英

辞
典

目
録

翻

訳

語
研

究

の
資

料

と

し

て
」

参

照
、

『
国

語
論

究

6

近

代

語

の
研
究

』

明

治

書
院

。

(
18
)

益
智

会

の
よ
う

な

団
体

間

の
組

織

は

ア

ヘ
ン
戦

争
後

に
も

設
立

さ

れ
、
主

に
教
科

書

や
新
聞

雑
誌

の
刊
行

に
貢
献

し
て

い
る
。

(
19
)

中

国
社

会

科
学

院

近
代

史

研
究

所

、
近

代
史

資

料
編

輯

部
編

『
近
代

史
資

料
』

総
九

二
号

、

一
九
九

七
年

、

三
五
頁
。

(
20
)

蔡

武

「
談

談

『東

西
洋

考
毎

月

統
記

伝
』
」
、
台

湾

『国

立

中

央

図
書

館

館

刊
』

第

二
巻

、
第

四
期

、

一
九

六
九
年

に
よ

る
。

な

お
、

黄

時

鑑

は

こ

の
見

方

に
疑

問

を

な
げ

か

け

て

い
る
。
Ω
痒
N
冨
律

等
編

、

黄
時

鑑
整

理

前

掲
書

、

一
〇
頁
参

照
。

(
21
)

「
美

理

哥
」

の
他

に
、

「
亜

墨

利

加

」
「
亜

墨

理

駕
」

「
米

利

堅
」

「
阿

米

利

加

」
「
亜
米
利

加
兼

合

国
」

な
ど
が

見

ら
れ

る
。

(
22
)

上
記

『東

西
洋

考
毎

月
統

記
伝

』
、

三

一
九
-

三

二
〇
頁
参

照
。
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(
23
)

華

は
中

国
、

花

は

「
花

旗
」

の
略

、

ア
メ
リ

カ
を
指

す
。

(
24
)

美

は

ア

メ
リ

カ
、
華

は
中

国

を
指

す
。

日
本

で
初

め

て

の
和

英

辞
書

で
あ

る
J

.
C

.
ヘ
ボ

ン

の

『和

英

語
林

集

成
』

の
初

版

(
一
八

六

七
年

・
慶

応

三
)
、

二
版

(
一
八
七

二
年

・
明

治

五
)

は

こ

の
美
華
書

館

で
印

刷

さ
れ

て

い

る
。

(
25
)

内
閣

文
庫

所
蔵

『地

理

全
志
』

参

照
。

(
26
)

沈

国
威

編
著

『
『
六
合

叢

談
』

の
学
際

的

研
究

』

「
語

彙

索
引

」

を
参

照

、

白

帝
社

、

一
九
九

八
年

。

西洋人宣教師の造った新漢語と造語の限界
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